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世の中が資源循環型社会に移行していく中で、コンクリート解体材も現状では主に路盤材に利用され

ていますが、将来的には供給過剰になると予測されています。このため、コンクリートの資源循環と

して、当社ではコンクリート解体材から骨材を取り出してコンクリートに再利用する研究を行ってい

ます。このたび、大阪市立大学の建設に再生骨材コンクリートを提案したところ工事に採用されまし

た。実機レベルで高品質な再生粗骨材を製造し、再生粗骨材コンクリートを地上部の躯体に使用しま

した。

研究の目的

再生粗骨材として使用する原コンクリートは昭和8年建設の大阪市立大学旧3号館の基礎部分のコンクリ

ートです。まず、コンクリート解体材を中間処理工場に運搬して40ｍｍ以下に粗粉砕した後、同工場で

スクリュー磨砕法3回処理により高品質の再生粗骨材260トンを製造しました。製造した再生粗骨材の

品質管理試験は毎日実施して安定した品質であることを確認しました。次に、この再生粗骨材を生コン

工場に運搬して小型ミキサと実機ミキサによる試験練りを行い、コンクリート調合を決定しました。こ

の再生粗骨材コンクリートについて建築基準法第37条の国土交通省の大臣認定を取得して、大阪市立大

学総合教育棟の5階部分の一部と平屋建倉庫棟の地上躯体の2箇所に、呼び強度30と27の2種類の再生

粗骨材コンクリートを合計200ｍ3打設しました。

技術の説明

築後70年経過したRC構造物のコンクリート解体材から、スクリュー磨砕3回処理により高品質な再

生粗骨材を製造し、再生粗骨材コンクリートの製造・施工までの品質管理体制を整備し、その結果、

打設した再生粗骨材コンクリートは所要の品質を満足するものでした。この方法では簡易な施設設備

で高品質な再生粗骨材が製造することができ、この再生粗骨材を使用したコンクリートは躯体へ本格

的な利用することが可能であることがわかりました。資源循環型社会のニーズにこたえる再生コンク

リートの製造の有力な手段であると思われます。
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